
12広報とよおか　2006.1.25

　

第
８
回
市
議
会
定
例
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

開
会
初
日
の
市
長
の
市
政
運
営

方
針
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
市
の
行
政
運
営
、
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
「
豊
岡
市
総
合

計
画
」
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
１８

度
末
の
策
定
に
向
け
、
現
在
、
事

務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
公

募
、
学
識
経
験
者
、
公
共
団
体
等

の
役
職
員
の
男
女
各　

人
で
構
成

１５

し
た
「
豊
岡
市
総
合
計
画
審
議

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
本
構
想
お
よ
び
基
本

計
画
の
策
定
に
必
要
な
調
査
・
研

究
等
を
行
う
組
織
と
し
て
、
市
職

員
で
構
成
す
る
「
豊
岡
市
総
合
計

画
企
画
委
員
会
」
を
設
置
し
、
専

門
的
分
野
を
分
掌
す
る
９
部
会
を

設
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
民
参
画
を
基
調
と

し
、
幅
広
い
意
見
や
提
言
を
計
画

策
定
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
内

　

カ
所
で
市
民
と
の
懇
談
会
を
実

１１施
し
ま
し
た
。

　

市
民
が
大
き
な
夢
と
希
望
を
抱

き
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
享
受

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
計
画

を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
新

市
の
発
足
と
と
も
に
運
用
を
開
始

し
て
お
り
、１
日
あ
た
り
約
１
、８

０
０
件
も
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
よ
り
魅

力
の
あ
る
、
利
用
し
や
す
い
も
の

と
す
る
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
や
掲
載

内
容
の
更
新
業
務
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
本
日
か
ら
本
格
的
に
運

用
開
始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

市
政
情
報
や
ま
ち
の
話
題
を
適

時
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
本
市

の
魅
力
を
大
い
に
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
に
例
を
見
な
い
取
り
組

み
で
あ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復

帰
の
実
現
に
向
け
、
９
月　

日
、

２４

秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
の
ご
臨
席
の

も
と
、
５
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
自

然
放
鳥
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

９
月　

日
に
は
、
段
階
的
放
鳥
と

３０

し
て
２
カ
所
の
放
鳥
拠
点
に
そ
れ

ぞ
れ
２
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
移
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
の

報
告
に
よ
る
と
、
自
然
放
鳥
し
た

５
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
郷
公
園
と
そ
の
周
辺
半
径

１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
行
動
範
囲
と

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
放
鳥
か
ら
２
カ
月
余
り

で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
の
入
館

者
数
が
約
７
万
５
千
人
、
前
年
度

比
約
３
倍
と
な
っ
て
お
り
、
経
済

効
果
に
結
び
つ
け
る
こ
と
の
で
き

る
施
設
整
備
を
行
う
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
持
続
可
能
な
行
政
を

推
進
す
る
た
め
、
改
革
の
指
針
と

な
る
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま

す
。
大
綱
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

行
政
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
学
識

経
験
者
、
市
民
の
意
見
も
取
り
入

れ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
第
１
回

の
行
政
改
革
委
員
会
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
情
報
公
開

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
に
つ
い
て

は
、
今
年
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
お

よ
び
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
行

事
を
開
催
し
、
運
営
全
般
に
わ
た

る
検
証
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
国
体
で
は
、
こ
の
検
証
結
果

を
踏
ま
え
、
全
市
域
の
特
性
を
活

か
し
、
豊
岡
ら
し
さ
に
溢
れ
た
大

会
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

国
体
の
成
功
に
全
力
を
傾
注
す

る
と
と
も
に
、
国
体
の
成
果
を
将

来
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
市
民
の
健

康
増
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
、
公
の
施
設
の
管
理
に

関
し
、
こ
れ
ま
で
の
管
理
委
託
制

度
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
創
設
さ

れ
た
制
度
で
す
。
来
年
９
月
１
日

を
も
っ
て
経
過
措
置
期
間
が
満
了

し
、
こ
れ
ま
で
の
管
理
委
託
制
度

は
廃
止
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
現
在
、
管
理
を
包
括
的
に
委

託
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
４
月
１
日
を
目
途
に
指

１８

定
管
理
者
制
度
に
移
行
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
直
営
施
設
お
よ
び
新

設
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
指
定
管

理
者
制
度
の
積
極
的
な
導
入
・
推

進
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
適
切
な

施
設
の
管
理
運
営
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
９
月
に
、
兵
庫
県
と
県
内

す
べ
て
の
自
治
体
間
に
お
い
て

「
災
害
時
の
廃
棄
物
処
理
の
相
互

応
援
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
内
容
は
、
災
害
廃
棄
物
処

理
に
必
要
な
機
資
材
等
の
提
供
お

よ
び
斡
旋
な
ど
、
被
災
を
受
け
た

自
治
体
に
と
っ
て
必
要
な
応
援
を

定
め
て
い
ま
す
。
応
援
体
制
の
あ

り
方
は
、
県
内
を
県
民
局
単
位　
１０

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に

幹
事
市
町
を
設
け
、
相
互
応
援
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
を
基
準

１２

年
度
と
し
て
、　

年
間
で
清
掃
セ

１０

ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
ご
み
量
を　
２０

パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
こ
と
を
目

標
に
、
ご
み
減
量
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
平
成　

年
１６

度
に
は
災
害
ご
み
を
除
く
と
、
１

市
５
町
で　

・
３
パ
ー
セ
ン
ト
の

１２

市 

政 

の 

動 

き （
１２
月
５
日
） 

市
長
総
括
説
明
 から 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

コ
ウ
ノ
ト
リ
の

　
　

自
然
放
鳥
後
の
状
況

行
政
改
革
の
推
進

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
の
開
催

指
定
管
理
者
制
度

「
兵
庫
県
災
害
廃
棄
物
処
理
の

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」

ご
み
の
減
量
・

　
　

再
資
源
化
の
推
進

豊
岡
市
総
合
計
画
の

　
　
　
　
　

策
定
方
針
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減
量
を
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
量
推
移
の
傾
向
と
し
て
、

事
業
ご
み
が
若
干
増
加
傾
向
に
あ

る
た
め
、
本
年
度
は
事
業
所
を

「
ご
み
減
量
指
導
員
」
が
訪
問
し
、

ご
み
減
量
に
関
す
る
情
報
提
供
や

協
力
依
頼
を
行
い
、
事
業
ご
み
の

減
量
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

北
但
行
政
事
務
組
合
が
進
め
て

い
る
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設

の
建
設
費
に
係
る
負
担
金
の
分
賦

方
法
に
つ
い
て
、
合
併
後
の
構
成

市
町
長
会
で
協
議
が
整
い
ま
し
た
。

内
容
は
、
負
担
金
の
負
担
割
合
を

１
市
２
町
で
均
等
割　

パ
ー
セ
ン

１５

ト
、
人
口
割　

パ
ー
セ
ン
ト
と
す

８５

る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
組
合
規
約
に
つ
い
て
は
、

関
係
市
町
の
合
併
に
よ
る
構
成
市

町
お
よ
び
市
町
選
出
議
員
数
に
つ

い
て
も
あ
わ
せ
て
変
更
す
る
も
の

で
あ
り
、
組
合
構
成
市
町
に
お
い

て
同
文
議
決
を
行
う
も
の
で
す
。

　

第
２
と
よ
お
か
作
業
所（
仮
称
）

に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
と

よ
お
か
福
祉
会
が
事
業
主
体
と
な

り
、
本
年
度
の
整
備
に
向
け
た
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

去
る
９
月　

日
に
国
庫
補
助
事
業

１５

採
択
の
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

作
業
所
の
定
員
は　

人
で
、
施

２０

設
用
地
は
市
が
無
償
貸
与
す
る
こ

と
と
し
、
平
成　

年　

月
の
開
設

１８

１０

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
前
の
竹
野
町
・
出
石
町
・

但
東
町
で
実
施
さ
れ
て
い
た
企
業

立
地
の
優
遇
制
度
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
廃
止
さ
れ
、
新
市
で
新

た
な
制
度
を
検
討
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
本
市
の
区
域
内

で
産
業
基
盤
が
低
位
に
あ
る
区
域

に
奨
励
措
置
や
産
業
振
興
お
よ
び

雇
用
機
会
の
増
大
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
新
た
な
条
例
を
制
定

し
た
い
と
考
え
、
今
議
会
に
提
案

し
て
い
ま
す
。

　

城
崎
温
泉
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
城
崎
ら
し
い
賑
わ
い
を
創
出

で
き
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。
事
業
の
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
温
泉
街
の
賑
わ

い
創
出
、
商
工
業
の
振
興
、
新
規

起
業
者
・
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
起
業
者

支
援
、
空
き
店
舗
対
策
で
、
管
理

主
体
は
城
崎
町
商
工
会
を
予
定
、

ま
た
、
活
性
化
施
設
は
、
「
木
屋

町
小
路
」（
仮
称
）と
し
て
い
ま
す
。

　

竹
野
町
森
本
地
内
に
、
森
林
へ

の
意
識
向
上
と
自
然
環
境
保
全
を

図
る
施
策
と
し
て
、
ま
た
森
林
学

習
の
場
と
し
て
の
施
設
整
備
を
す

る
も
の
で
す
。
平
成　

年
度
か
ら

１６

の
３
カ
年
事
業
で
、
本
年
度
は
学

習
歩
道
の
整
備
や
、
休
憩
施
設
１

棟
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
竹
野
地
域
の
豊
か
な

海
・
山
・
川
の
自
然
を
活
用
し
た

環
境
教
育
の
場
と
し
て
中
心
的
な

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　

日
高
町
国
府
地
区
で
は
、
県
営

ほ
場
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
、
生

産
基
盤
の
整
備
が
な
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
中
で
整
備
さ
れ
た
農

道
に
つ
い
て
、
国
の
元
気
な
地
域

づ
く
り
交
付
金
を
受
け
、
農
道
舗

装
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
市
に
お
け
る
農
道
舗
装
の
基

本
的
な
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
合
併
前

の
地
元
協
議
結
果
等
に
よ
り
、
例

外
的
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

台
風　

号
に
お
け
る
道
路
・
河

２３

川
・
橋
り
ょ
う
・
が
け
崩
れ
の
公

共
土
木
施
設
災
害
件
数
６
６
１
件

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
す
べ

て
の
災
害
復
旧
工
事
の
発
注
を
終

え
、
早
期
の
工
事
完
了
を
目
指
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
の
公
共
土
木
施

設
災
害
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

河
川
・
砂
防
・
急
傾
斜
地
・
道

路
・
港
湾
災
害
の
発
注
状
況
は　

・
９９

３
パ
ー
セ
ン
ト
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

掘
削
土
の
仮
置
き
場
の
農
地
の

借
地
契
約
も
な
さ
れ
、
工
事
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
堤
防
強
化
工
事

に
つ
い
て
も
、
事
業
に
対
す
る
大

方
の
理
解
が
得
ら
れ
、
用
地
測

量
・
家
屋
調
査
等
に
着
手
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
か
ら
関
係

地
区
に
六
方
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
計
画
概
要
が
示
さ
れ
、
説
明
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
単
独
の
小
災
害
復
旧
事
業
は

ほ
ぼ
完
了
し
、
国
庫
補
助
事
業
に

よ
る
復
旧
に
つ
い
て
は
、
他
事
業

と
の
調
整
が
必
要
な
事
業
を
除
き
、

来
春
の
作
付
け
に
支
障
が
な
い
よ

う
完
了
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
台
風　

号
に
よ
り
特
に

２３

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
江
野
地
区

お
よ
び
但
東
町
奥
赤
地
区
に
つ
い

て
は
、
県
の
復
旧
・
復
興
事
業
計

画
の
「
重
点
地
区
」
に
選
定
さ
れ
、

す
で
に
、
両
地
区
と
も
工
事
に
着

手
済
み
で
あ
り
、
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
施

設
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
地
区

公
民
館
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
未
整
備
地

区
に
公
民
館
専
用
施
設
を
整
備
し
、

ま
た
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
築
・

改
修
を
進
め
た
い
と
、
現
在
、
本

年
度
か
ら　

年
間
を
計
画
期
間
と

１０

す
る
「
豊
岡
市
地
区
公
民
館
整
備

計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、

　

月　

日
に
中
間
報
告
を
公
表
し

１１

２４

ま
し
た
。
来
年
２
月
に
は
、
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

北
但
行
政
事
務
組
合
負
担
金

　
　
　
　

負
担
割
合
見
直
し

第
２
と
よ
お
か
作
業
所

　
　
　
　
（
仮
称
）の
整
備

豊
岡
企
業
立
地

　
　

促
進
条
例
の
制
定

城
崎
温
泉
街

　

活
性
化
施
設
整
備
事
業

　

世
紀
の
森
づ
く
り
事
業

２１元
気
な
地
域
づ
く
り
交
付
金

に
よ
る
基
盤
整
備
促
進
事
業

災
害
復
旧
事
業
の
進
捗

河
川
水
位
の
低
下
を
は
か
る

　
　
　
　
　

河
動
掘
削
事
業

農
地
・
農
業
用
施
設

　
　
　

災
害
復
旧
事
業

豊
岡
市
地
区
公
民
館

　

整
備
計
画
の
中
間
報
告


